
別添■■ 1

[低温融解]

随 心分離]

[吸着剤]

[エタノール]

(分画 I)

[エタノール十酸]

(分回Ⅱ+■ )

(分画Ⅳ-1)

[エタノTル+酸 ]

(分画Ⅳ-4)

習I寿

漂   るLき
沈殿するたん白を除いた上清‐

|

1霧難Ⅲ Ⅲ
I ※クリオフレシビテニトの段階では、
‐  除去・不活化処理は行われない。

[エタノ■ル十酸]

(分画Ⅲ)

[水十酸]
[エタノ■ル+酸 ]

(厚生省血液事業対策室監修「血漱八シドブック」(薬業時報社)1995年 p90よリー部改変)

図3122 コ=ン分目法の=例

13         ‐

(分画V)

(平成 18年度血液事業報告より)
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“
Ⅷ
臓
脳
鮮
離
議
一

染
茫

ｉ

柔

す
反
応
が
表

．れ
た
。
実
験
は
複
数
回
行
い
、

い
ず
れ
も
陽
性
反
応
が
出
た
と

い
う
。

厚
生
労
働
省
は
餌
年
の
実
験
・

に
つ
い
て
ヽ
ウ
イ
ル
ス
の
断
片

が
含
ま
れ
る
可
能
性
を
錮
め
た

上
で
、
翌
年
の
厚
生
労
働
委
目

一
会
で
は

「
米
国
で
の
動
物
実
験

で
は
藤
栞
力
は
確
認
さ
れ
な
か

っ
た

，
う
見
解
を
ポ
し
、グ
ロ

プ
リ
ン
製
剤
に
よ
る
日
染
の
危

一．険
性
を
否
定
し
て
き
た
。今
回

一講

轟

瑚却

一ン
ト
で
き
な
い
Ｌ
し
て
い
る
。
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